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岡山大学算数 ･数学教育学会では､平成 14年度完全実施の新学習指導要領の趣旨に即
して､ゆとりの中で ｢生きる力｣を育成するために､算数学力診断調査プロジェク トを立
ち上げ､井数の授業改善を図ることを巨指している｡
算数学力診断調査プロジェクトでは､授業改肇の具体的方策として､新学習指導要領の
改訂の趣旨を踏まえて､現行の学習指導要領に基づいてなされている算数授業の問題点を学
力診断調査を実施して解明し､授業改善を行うことを意図している｡
平成 11年度は､学力診断調査を終了した ｢数と計算｣r量と測定｣｢図形｣の領域に続
いて､r数量関係｣の領域についての井数の学力診断調査を実施する｡
そこで､まず､授業改善に資するための ｢数量関係｣の領域に関する箕数学力診断調査問
題の妥当性を考察する｡
1 ｢数量関係｣の間額作成の基本方針
(1)算数､数学科を貫く改善の基本
方針
教育課程審議会の答申における ｢算数 ･数
学科の改善｣の基本方針は､次のように示さ
れている｡
(ア)′｣､学校 ･中学校及び高等学校を通じ､
数量や図形についての基礎的 ･基本的な
知織技能を習得し､それを基にして多面
的にものを見る見方や論理的に考える力
など創造性の基礎を培うとともに､事象
を数理的に考棄し､処理することのよさ
を知り､自ら進んでそれらを活用しよう
とする態度を-層育てるようにするQ
(イ)そのために､実生活における様々な
事象との関連を考慮しつつ､ゆとりを
もって自ら課題を見つけ､主体的に問
題を解決する活動を通して､学ぶこと
の楽しさや充実感を味わいながら学習
を進めることのできるようにすること
を重視して内容の改善を図るQ
また､｢授業の改善｣の基本方針として､
(ア)では､まず､｢教生や図形について
の基礎的 ･基本的な知識技能の習得｣の重視
の方向性が示されているO次に､それを踏ま
えて､創造性の基礎を培う観点から､｢多面
的にものを見る見方Jr論理的に考える力｣
が強調されているo
(イ)では､算数 ･数学の学習活動の改善
の観点から､その在り方を見直す方向性が示
されているQ具体的な改善方策として､第 1
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に ｢実生活との関連｣が叫ばれ､第2に ｢自
ら課鴇を見つけ､主体的に問題解決していく
活動｣が強調され､第3に ｢学ぶ楽しさや充
実感を味わうこと｣があげられている｡
(2)歩数科改善の基本的な考え方
(D基礎的 ･基本的な知識技能の定着
新指樽要領では､指導内容を30%縮減し､
どの児童にも身に付けさせたい最低限の基礎
的 ･基本的な芽数の知識や技能に厳選した｡
したがって､厳選された基礎的 ･基本的な知
識 ･技能を確実に身に付けられるようにする
ことが大切である｡
(塾奔放活動の重視
ゆとりの中で､数量や図形についての作業
的 ･体験的な活動などの算数的な活動を通し
て､間顔解決的な学習や自分の興味 ･関心に
応じた学習にじっくり取り組めるようにする
ことが大切である｡
(診楽しさと充実感のある学習
楽しさと充実感は､算数の内容と方法にか
かわるものであるoLたがって､作業的 ･体
験的な活動を通して楽しく学習できるように
するとともに､多面的な見方･考え方を生か
して問題を解決することを通して､楽しさと
充実感を感じられるようにすることが大切で
あるD
(3)｢数量関係｣の領域における算数の
授業改善の基本的な考え方
｢数量関係｣の領域では､今回の改訂で､
･目的に応じて資料を分類整理すること
･数量の関係を基本的な表やグラフに表
現して調べること
に重点を置き､文字式､比例や反比例の式､
物事の起こり得る場合の調べ方の内容などを
中学校へ移行統合し､度数分布の内容や比の
値の内容を削除している｡
この領域では､｢関数の考え｣｢式の表現と
よみ｣｢統計的な処理｣が主要な内容であるQ
｢関数の考え｣では､関数の考えを活用する
ことを通して､数量や図形の内容や方法をよ
りよく理解し､活用できるようにする方向性
が示されている｡｢式の表現とよみ｣につい
ては､文字式は削除されるが､式については
式に表したりよんだりするだけでなく､式を
通して自分の考えを説明したり､考えを進め
たりする活動を重視する方向が示されてい
るO
｢統計的な処理｣については､目的に応じ
て資料を収集し､分類整理し､それを表現し､
間崩解決に活用するという一連の活動を重視
する方向性が示されているO
(4)算数学力診断調査問題作成の基本
方針
以上､(1)(2)(3)の事柄をふまえて､
岡山大学第数 ･数学教育学会算数学力診断調
査プロジェクトでは､日常事象との関連が深
い内容である ｢数量関係｣の領域における葬
数学力診断調査問題作成の基本方針を次のよ
うに設定した｡
①実生宿との関連を図り､事象を数理的に
とらえようとする関心 ･意欲 ･態度を診
断 ･評価できる調査間魔の開発｡
②多面的な見方や考え方を引き出し､自ら
考え判断し､主体的に問題解決していく
力を診断 ･評価できる調査間顔の開発｡
③数量関係の考察や処理に図､表､式､グ
ラフを有効に活用して数学的に表現 ･処
理する能力を診断 ･評価できる調査問題
の開発｡
④厳選した基礎的 ･基本的な r数量関係｣
に関する知織 ･理解を診断 ･評価できる
調査問題の開発.
2 ｢数量関係｣に関する算数学力診断
･評価の開局開発の視座
｢放生関係｣は､｢数と計算J｢量と測定｣
｢図形｣の各領域を理解したり､活用したり
する際に用いられる数学的な考え方や方法を
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身に付けることにねらいがある｡
また､数量や図形について調べたり､表現
したりする方法を身に付けることも大切なね
らいであるO
指導事項としては､｢関数の考え｣｢式で表
すことと式をよむこと｣｢統計的な処理｣が
主要な指導内容となっている｡
そこで､｢関数の考え｣に関しては､2つ
の事柄の間の依存関係に着目することや変化
や対応の規則性をよみとることを､診断 ･評
価することを視座の一つとした｡また､｢式
で表すことよむこと｣に関しては､数量の関
係を簡潔､明確､一般的に表すとともに､式
から具体的な場面をよんだり､式を活用して
問題解決したりすることができるかどうか診
断 ･評価することを視座としたoさらに､｢統
計的な処理｣に関しては､目的に応じて資料
収集､分類 ･整理し､それを表やグラフに表
して資料の傾向や特徴をよみとり､事柄の判
断や予測をし､問題解決に役立てることがで
きるかどうかを診断 ･評価することを視座と
した｡
以下､｢数量関係｣に関する ｢関心 ･意欲
･傾度｣｢数学的な考え方｣｢表現 ･処理｣｢知
托 ･理解｣についての診断 ･評価問題の具体
的な開発とその考察を述べるC
3 ｢関心 ･意欲 ･態度｣を診断 ･評価
する間籍の開発 とその考察
｢数量関係｣-の ｢関心 ･意欲 ･態度｣を診
断 ･評価するためには､
○実生活に存在する依存関係にある数丑に
着目しようとする関心 ･意欲 ･態度
○式で事柄や関係を表そうとしたり､式を
用いて考えを進めたりしようとする関心
意欲 ･態度
○目的に応じて資料を収集､分推 理し､
表やグラフに分かりやすく表し､とらえ
た傾向や特徴を問題解決に役立てようと
する関心 ･意欲 ･態度
といった側面を多面的に診断 ･評価できる調
査問題の開発が急務の課題である｡
ペーパーテストによってこの課題を解決す
ることは難しいが､私たちは文部省が開発し
た関心 ･意欲 ･態度の問顔も参考にして､次
のようなOpen-Endの問題を開発した｡
(1)open-Endの問題のよき
日常事象についての数量関係に着目し､数
理的に処理しようとする関心 ･意欲 ･態度を
診断評価する問題として､0petl-Endの間席
を開発することにしたO
･Open-Endの問題は､答えが一意決定で
ないので､一人ひとりの子どもの個性差
に応じて､数量関係に ニーいての関心 ･意
欲 ･態度を引き出すことができること
･多面的なものの見方､考え方から､｢数
量関係｣についての多様な関心 ･意欲 ･
態度を引き出すことができる｡
等､算数-の関心 ･意欲 ･態度を診断 ･評価
する上で有効であると考えた｡
(2)opeJ)-EtLdの問題の具体例
例えば､第5学年の ｢百分率｣に関する関
心 ･意欲 ･態度を診断 ･評価する問題とし
て､次のようなopen-Endの問題を開発した｡
例 第5学年 :｢百分率｣
7身の回りから､百分率を使って表され
百分率に関する Opcn-Endの問座は､百分
率が自分の身の回りのどんなところで活用さ
れているかを見つけだし､百分率が実生活の
中で役立っているという有用性について､関
心 ･意欲 ･態度を持っているかどうかを診断
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調査する問題である｡
また､第3学年の ｢表とグラフ｣に関する
関心 ･意欲 ･態度を診断 ･評価する問題とし
て､2②のような 0pen-Endの問題を開発し
た｡
例 第3学年 :｢蓑とグラフ｣
I2 .^i!.lJを,r.rf:(7■ト 7I.I-10加 川tl=iq1r=のりしの
そ吹 J'にさ7)くしまL./こ.
u+ IlJl.∫:1.rIH,JJl,I-,,LI,:lil.rltl.Jrl.JJl.,iA.
nu.lJlJ-ILI.JJl.JJlf.rlH,,ll.lJl.ltl.｣川I.A.ド,,I.rfH.JJlfr'!I,':)-'f
fJf.I-1.I,I.tlH.JJ...A.ト川 .JtA.H .Ll.州 :Z
次のr-1川 こ汚え/jさい.
JlJ 二g)l)L'0)の13姐を~FQ)AにJtO)7を/)いてLl1
ぺtL▲う.
くo)り 1,0)LTlぺ)
し→ろい Jtの字 放 く台) ▲つ●
_11ITr,
白li:ーTt
7t.- ト′t'イ
/{7. Jli 5
モ0)/こ
f} Tr ＼ 38
旬 JT_の不を虻 うとどん/iよいことがあるでL
第3学年 ｢表とグラフ｣に関する2②のよ
うな 0pen-Endの間組は､目的に応じて資料
を分類盤理する際､｢正の字｣をかいて､｢落
ち｣や ｢重なりJをしないで手際よく処理し
ようとするよさに気付いているかどうかを診
断 ･評価する問題である｡
こうした数理的な処理のよさへの気づき
が､実生活の中で r正｣の字を書いて資料を
分類並理し問題解決をするする関心 ･意欲を
掻き立てるものと考えるC
4 ｢数学的な考え方｣を診断 ･評価す
る間酉の開発 とその考棄
｢数丑関係｣領域における数学的な考え方
は､｢関数的な考え方｣｢式を活用する考え方｣
｢統計的な考え方｣等があげられる｡
関心 ･意欲 ･態度の評価と同様にペーパー
テストで r数学的な考え方｣を診断 ･評価す
ることも易しくはない｡
しかし､問題に直面した児童が既習事項を
総臥月して解決していく過程を記述すること
で､ペーパーテストによっても ｢関数的な考
え方｣等の ｢数学的な考え方｣を診断 ･評価
できると考える｡
例えば､関数的な考え方を診断 ･評価する
問題として､第5学年の ｢直方体の体積の間
庸｣を考えたO
例 第5学年 :直方体の体積
EI f=て5 cr.1.よこ4cm.JEき IcmのL方件の坂があり
ff.このkをdのように7171上げていtff.
lI 三 _j ヨ
(1)JEさが 1 0mすつ4えでいくと.件71はどれだ1TつqI
えていくでしょう.
(Dtわリ方を.tl=fいて■ぺましよう.
②JLから.I:わリ方のさ事り書JLつけて暮せ暮しよう.
(2日 tfIが140or'.J r=なるのは.このtEをRまいTIみt
b′ことせでしょう.
この間題は､解決していく手だてとして､
数量の依存関係に着目し､その変化や対応の
規則性を表にかくなどして見つけ､その規則
性を活用 (関数的な考え方の活用)して問題
解決することができるかどうかを診断･評価
する問題である｡
また､式を活用する ｢数学的な考え方｣を
評価 ･診断する問題としては､例えば､第6
一-4-
学年 ｢比の問題｣を考えた｡
例 第6学年 :｢比の問題｣
この間題は､単に三角形の求稚公式を活用
して三角形の面積の比を問い､比の意味を理
解しているかどうかを診断 ･評価する間Biで
はない02つの三角形の面積の比を求める坊
合､求積公式をそのまま適用して活用しても
よいが､2つの三角形の高さが相琴であるこ
とに着目すれば､底辺の比だけを利用して肺
潔に考察処理することができる｡したがって､
この間嶺は､面積の公式を上手に活用する考
え方ができるかどうかを診断 ･飼査できる問
題であると考えている｡
統計的な考え方を診断 ･評価する問題とし
ては､次の第4学年の ｢2次元をつかって｣
を考えた｡
例 第4学年 :｢2次元をつかって｣
4 ■子18人とJt子11人btそhtlhチ)コレートかhJf4-の
どちらかモTい1LT:.
ナ}⊃レ-トモTつJ二のけ 11人で.その1ら2人はJI千lIL
/二.キナンディー tTつl=Jl子は何人でL▲I.
(りいきlJおやつのとくち▲うtLtJ<もl=めにTのよ)/Jtモつく
ろ)とモいEf;Jtのあいていもところに■手入れ暮し▲う.
(31キ▼ンfイー tTつJこJt子は何人でし▲3.
｢. ~二二
実生活にある事柄や関係は､文章のまま
では捉えにくい場合が多いOこの間長引ま､こ
うした群柄や関係を2次元表に分頬整理して
考嶺し､統計的な考え方に基づいて問題解決
できるかどうかを診断 ･調査しようとするも
のである｡
5 ｢表現 ･処理｣を診断 ･評価す る問
題の開発 とその考察
日常事故の中にある数BLfや関係などを表
現 ･処理する方法として､図､表､グラフ､
式がある｡こうした､図､表､グラフ､式を
活用して事柄や関係を簡潔 ･明瞭に表現した
り､処理したりすることが大切である｡
児童が表現 ･処理する能力を持っている
かどうかは各学年の主要な図､表､グラフ及
び式に関する指導内容を見定めて､診断 ･評
価する問題を考えた｡
式は､事柄や数量関係を正確に､明瞭簡潔
に､しかも一般的に表すことのできる摩れた
表現方法であり､式に表したり､式をよんだ
りすることも一層重視されている｡
新学習指導要領の意図をふまえて､第4学
年の ｢式と計算｣で､次のような問題を考え
例 第4学年の ｢式と計算J
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この間始は､抽象的な式を､具体的な関係
を表している図と関連づけ､式の表す意味を
視覚的に図で表すことができるかどうかを診
断 ･評価する問題であるO
また､グラフを活用して中泉の特徴や傾向
左前潔に表現する能力を診断 ･評価する問題
としては､第4学年で ｢気温の変わり方｣を
グラフに表す問題を考えたO
例 第4学年で ｢気温の変わり方｣
7 I=l:'Ltf3 10月2【=こけ川に との九.1をはかりfLr=.
巾こく(∩) 10 1ー 12 1 2 3 4
^一の■わり力を Tのグラフにかさ暮し上う.
薩
この問題の工夫点は､わざと ｢折れ線グラ
フにかきましょう｣と指示していない点であ
る｡
変化の様子を表すグラフは､折れ線グラフ
がよいが､この点を児童自らが考え､判断し
て､折れ線グラフに表すことができるかどう
かを診断 ･評価したいと考えた｡
6 r知識 ･理解｣を診断評価する問題
の開発 とその考顛
｢数量関係｣の領域の内容は､数量や図形
の間の関係等を考察することが主要な内容で
あり､他の領域と比べて知稚 ･理解に関する
内容が少ない｡
知音故･理解を診断 ･評価する閉息巨として
は､単に､記憶を問うような問題は好ましく
ないと考えた.
そこで､例えば､第6学年の ｢いろいろな
グラフ｣に関する知織 ･理解を診断 ･評価す
る次のような間鴇を考えたo
例 第6学年の ｢いろいろなグラフ｣
4 ti■のJ10Fをよく■えて.正しく書っているqt合r土 ( )
に0をかt7:し上う.チ(=.まちかっている4台は ( 日 =
Tをかさ - のところを正しく■しましよう.
( )直垂ヨ 建A50人■リのJt久に.40人1ってい
ます.
■っている人hI暮､走AのI宰且や!_i去.
｢二 二 二 二 二二 コ
( )匡三∃ rEIじ2 1万円のテレビを20†●引tで先って
いも店と､ 3Tl引きで*っている店では､
3一g_筆引亡でIL?_i_L上皇度盟主が賢し､わ.
この問題の工夫は､グラフを示して､何
というグラフかと尋ねるようなことは止め､
各種グラフの個々の機能や特徴を理解してい
なければ､回答できないようにした点である｡
すなわち､事象の傾向や特徴を表す場合､
どのグラフに表すのが適切なのか判断する拠
り所として､折れ線グラフ､棒グラフ､円グ
ラフ等の各グラフの機能を総合的に理解 して
いなければ､回答できない問題を開発した点
である｡
また､本当に数慮関係について理解してい
るかどうかを診断 ･評価する問題として､第
5学年 ｢百分率｣の間組のような正誤修正す
る問題を開発した｡
例 第5学年 ｢百分率｣
8 次のことがらをグラフにAfうと患い手す.どんなグラフ
に暮Tのが.-●J:いでしょう.
①あさら書の小事はの.年dEJlの千どものtのけり*わLJ
｢~二 二
②あ書ら書のITのホEB､■fJとの土地利用の甘食
｢一 二 .｣
Q)あtらJIの巾の.JLtのPJA桝の生JLA
｢.~= ｣
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この間歴の工夫点は､｢百分率｣に関する
知沌 ･理解を総動員して､正綿修正していく
問題にした点である｡すなわち､｢比べる虫｣
｢もとにする塞｣｢百分率｣という3つの数
量関係を正しく理解していなければ､正鵠修
正ができない問題である｡正誤修正できれば､
｢百分率｣に関して十分 ｢知純 ･理解Jを達
成できていると診断できると考えている｡
7 結 語
｢敷金関係｣の領域に関する算数学力診断
調査問題を開発するに当たっては､｢関心 ･
意欲 ･態度｣｢数学的な考え方｣｢表現 ･処理｣
｢知識 ･理解｣の4つの観点から算数の学力
を診断 ･評価することを考えた｡
r関数の考え方｣を診断 ･評価する問題と
いっても､見方を変えれば､例えば､｢関心
･意欲 ･態度｣や ｢表現 ･処理｣とも関連が
深いという側面があるo
策数学力診断調査プロジェクトでは､こう
した面を勘案しながらも､葬数の学力として
重視したい観点をあえて強調して問題開発し
たd
｢数量関係Jの領域に関する算数学力診断
調査問題については､現在､岡山県内14小
学校のご協力をいただき､平成12年度3月
上旬から下旬にかけて実施する｡
今後､診断調査の結果については､次号学
会誌 ｢パピルス｣で発表する予定である｡
参考文献
1)文部省､｢教育課程審議会答申｣､
平成 10年7月29日
2)文部省､｢小学校学習指導要領｣
平成 10年 12月
3)文部省､｢小学校算数解説書｣
平成 11年 5月
4)文部省､｢教育課程実施状況に関する総
括的調査研究､調査報告一小学校｣東洋
鯨､1997
5)啓林館､｢小学校井数｣､1996
6)東京昏籍､｢新しい歩数｣､1996
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,qu鞘 撒学力細網 服踊J 酬 精 (
1 つき0)1コにt}てはまる故をかさまし▲う｡
Lt)dJY7=rイ×8-
a)7x3
(∫)nメ□
7×□
-8×7-0
2 人JlI)を′lーrI:r7I5-7Iキ10/JlのIHIに)'uJつ/こ0)I7i,の
i･扶J･にさ7>くしまし/こ｡
fAl.I:I.flu.川t.ト,,iI.仙l.lrhl.川f.川I.lil.
rILl.fJll,‖ ノー.川f,li71.川I.(Ihl.川I.仙I.如け
I-l･tl.川l.川+.lHtl.･t'A.A-I･t'(.rlH.川l.‖ シー
rJIl.J-,I.'(.rJH.川l.lLJ.J｣,EL.･l.1--I.'L,JJ叩･
次のrT-1いr=行えIlさい｡
(I)荊･lLQ)I)し0)のIJL杜を下の穀にJtの17-をかいてLl
べまし1う｡
くq)r)しのirlへ)
し.●るい il二の字 敗 (台)
東川T_
白 FーTIi
メー ト′<-(
パス iL 5
その/こ
e Jl. 38
q)IT.の17･を使 うとどん/よよいことLltあるでしょう｡
Q)dT!っ/こCT)I)L'ののむ粒をlユーうyラフにかき出しましょう.
(a) くのりt)の調べ)
E ≡
15
10
5
0｣ .頑 自 オ TT ~ そ (-訂帥)
m tf t ス の
_TE 屯 卜 他
ノく
イ
ゆ Jlうグラフに鼓すとどん/iよいこと17(ありますか｡
3 -iさ17-きんの判 文の31ト.Jiの 1jEu'rりのりっt!さij'の
人敗をTのはうグラフに淡 しまL/こ｡
次の｢りいに答えまし▲-).
くけ っせき者ZJ7ペ)
Jl 火 水 大 介 二L (ql)
(目 先叩l〕のLlっuさ布け.Inl人ですか
( 人 )
(2IrJっせき彰が-1iTrl少IJ.1いのは円叩Elで1か｡
( 叩口)
13日)っt!きゼL'(10人より多い叩EJli.FlElS,りますか｡
( 臼)
(411遇Mに何人1)tf-tん/iことになるでし▲う｡
( 人 )
4 20川ある娼o)か/こかわに,さくらの木与うえよう
と.til,います｡
TlLからIiLまで 5mお善にさくらの木をうえると,
円木いるでし▲う｡
IUnDl也のとおりにTの国に穀しまし▲う.
生 二二 二 二 = フ
(2J主いこかいて答えをtJとy)よし▲う｡
式`'[
･答え) ⊂ = コ
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第4学年算数学力紬調査｢数量開削 整理番号( )
1 答えが同じになるものをはでつなぎましょう.
12÷(2×3)
12-2×3 ･
12+2×3
2 白玉とJL玉を合わせf=軌を求めまLf=.次の3人はどの画で
考えf=のかはで柁Uましよう.
かすお けい子 よし子
3×6+2〉(6 (3+2)×6 6×3+6)く2
3 正方形の1辺の長さと.まわりのAさのW休についてLqベま
した｡次の問いに答えましょう.
(1)1辺の長さをlcrn.2cm.3cm.-･.とふやしていくとき,
それにともなって変わるものは何ですか.
L_ 二 二= 】
(2)1iDの長さを変えf=とき.それにともなって交わるものの変わ
り方がよく分かるように表にかいてしらべましょう.
1辺の長さ(cn1)1 2 34 5
(3)1iBのAさを□cm.正方形のまわりの長さを△cmとして.
口と△のW価を式に表しましょう.
4 男子 18人と女子 14人がそれぞれチョコレ-トかキャン1'/-の
どちらかをTいまLf=.
チョコレートをTったのは14人で.そのうち2人は男子でし
た.キャンディー をTっf=女子は何人でしょう,
(1)好きなおやつのとくちょうを胴べるために下のような泉をつく
ろうと思います.表のあいているところに軌を入れましょう.
チョコレート キャンディー 含 1十
男 子
女 子
合 什
(2)この泉からはっきり分かることを暮きましょう.
(3)キャン デ ィー を7tっ1=女子 は 何人でし上う.
⊂ =｢
5 次の匿‖ま,折れ払グラフのかf=むきのぐあいを鼓しf=もので
す.下の( )にあてはまる陀号を入れなさい.
E2 j 巨 ]匡 ]
(1)少しずつふえている. ( )
(2)文わらrdL'い. ( )
(3)へり方がはげしい. ( )
6 右のグラフは,A小字枚の
保心室を使った人の私を表
したものです.
(1)6月に採収王を使っf=人軌
は何人ですか.
l 人l
(2)ふえ方が一書大きいのは.
何月から何月にかけてですか.
保健室を使った人私
(人)
40
30
20
10
0
日
7 f=f='し君は.10月2日に1時rWごとの気;芯をはかりました.
時こく(時) 10 ll 12 1 2 3 4
筑;盟の変わり方を.下のグラフにかきましょう.
気温の変わり方(10月2日)
10 ll 12 1 2 3 4 時
8 折れけグラフで鼓すと分かりやすいと思われるもの全部に
Oをかきましょう.
(1)ある市の毎年の人口の変わり方のようす (
(2)けい子さんの手放の*JEのようす (
(3)けい子さんのJr長について.4月から12月までのようす(
(4)ある日の地面の温床を2時仰ごとにLqべたようす (
(5)ある粕の人気のあるスポーツのようす (
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第5学年的学力棚調査r組関係｣
l かっているにわとりが､efIを生みまLT=.
そのうちの5こを取り出して､卵のtさをはかつてみると､
次のようでした｡
54q 56q 55g 588 57Jf卵1この平均の t さは.何 県でしょう.
2 分連 1 5kmで走る自tb■と､時速60kmで走る1t■
があります.
(1)この日th■とt■では.どちらが速いでしょう.
(2)*tRと西中は. 30kmはなれています.
自助■は兼併から西駅に向かって､t■は西堺から?.駅に向
かって､午爪8B引二同時に出発しました.
自thIとt.tが出会うのは.午爪8時何分でしょう.
害え 午前 E) 時 分
3 次の口にあてはまるBEを求めましょう.
･., .-は･ loo-の [二 二 ト の長さです･
(2)定価 1000円のケ-キがあります.このケーキを
定価の80%の価投で禾
たるケーキのは段は.
巴 ヨ 'Rです,
(3)あきら宅の体Iは40kgです.あきら君の件Iは､
お母さんの体壬の80%だそうです.
お母さんの体tはr Jkgです･
如番号( )
4 bJのW価をよく考えて.正しくtっているql合1士 ( )
に0をかきましょう.壬f=､まちがっているqt合は ( )に
xをかき 一------のところを正しく止しまLJ=う.
( )医王司.定JL50人JLリのバスに.40人Jtってい
ます.
Jtっている人魚は.定Aの_!:9丑だ車.
( )医王∃ 同じ21万円のテレビを20,も引きで光って
いる店と. 3fl引きで太っている店では.
201も引 きで克っていも店の方が要しlわ.
5 tl所別のけがの人政のfl合を,円グラフI=*Ll=ものです｡
グラフをよく見て書えましよう.
(l)中也でけがを
した人は,何%
でしょう.
⊂ :=∃
(2)中瓜でけがをした
人は.ろうかでけが
をした人の､何倍
でしょう.
⊂ 二二∃
loot
6
6 f=て5cm､よこ4cm.高さ1cmの直方件の板があり
ます.この板を図のようにflみ上げていきます.
〔≡ ≡ 夏 ∃
(1)ホさが 1crnTつ叶えていくと.件恥 まどれだけTつtl
えていくでしょう.
①*わtJ方を.81=書いて■ペましよう.
②轟から.文わリ方のきまL)を見つけてfきましょう.
(2)件fM t140om Jになるのは.この板を何まいf[みt
ねr=ときでしょう.
考え
7 Aの回りから.百分書を使って■されているt.のを.3つ
見つけましょう.
Ln
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那学年弛学力甜舶｢紬関胤
1 こいジ1-ス3Qm lに7k60m tをませて､ジュースを
作ろうと思います.
こいジュースと 7kの比を暮きましょう.
｢ 二 コ
2 お母さんは､ ドレッシングをつくものに す20m lと
サラダ油30m Lをまぜて作るそうです.
①～④の中から.すとサラダ油の比が､お母さんの作った
ドレッシングと同じ比になっているものを全かいいましょう.
①す3m l と サラダ油2m 一混ぜる
(かす200■¶Lとサラダ油300m 色混ぜる
③す10m tとサラ9'油15m L;混ぜる
④すorn一とサラダ油 12m L混ぜる
整理粥( )
8 次のことがらのうち,比例しているものには0.反比例し
ているものにはJ<をつけましょう.
( )正方形の 1辺の長さとその両fI
( )円の止任と円JI
( )両fJlが20rTl'の平行四辺形の底辺と暮さ
( )時速4krTlで歩く人の.歩くaさとiのL)
7 ある鉄板の面flとtさのB4価をグラフに暮しました.
鉄鯨とZP71とJtさ
(E)
工 二 二 二 二 ｣
3 小生粉とさとうの1さの比を5:2I=して､ケーキを作ろ
うと思います,
小生粉を200gI=すると､さとうは何 gにすればよいで
二 二 -_ _ _- 1=
4 下の三角形①､(さの面fIのtを,bJLな丘軌の比で ≡≠__,.辛 二 二 二 二 二 "- ･ .
表しましょう. (2)この鉄拓 1CTl'のJLさは､何■でしょう.
二二二 ニ _ー
5 *わL)方を肌べて､車にもそうとしています.
表をよく見て答えましょう.
(D はねにおもりをつるしたときの.ばねの長さ
おもりのtさ(g) 0 10 20 30 40
②はりがねのAさとtさ
(T)表①と表(参のあいているところに.政を入れまLJiう.
(2)比例しているのは,どちらでしょう.
また.そのわけを書きましょう L ∴ T
= = ｢
(3)依頼の面flをx(rn'～JLさをygとして.面trとJLさ
のA8休を､式に*しましよう.
｣ _二 _｢
8 次のことがらをグラフl=*そうと患います.どんなグラフ
に*すのが.一書よいでしょう.
①あきらJlの小学校の.年止別のチビt.の政の移L)*わL)
L T エ コ
⑦あさら君のrrの7k札 畑などの土地利用の折合
仁 ∴ 二 ｣
③あさらJ!の巾の.JL書の軒兵別の生丘ホ
ト 二 二 _｢
白 ■の回りから､ともなって*わる2つのJLが､比例のBItI
にあるものを 2つきがしましよう.
- ilH -
(平成12年4月25日受理)
